
編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

土工 4 土工 4

7 8

9 9

11 11

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･バーチカルドレーン工編

２．積算方法

① ＩＣＴ活用工事（土工）積算要領
② ＩＣＴ活用工事（砂防土工）積算要領
③ ＩＣＴ活用工事（河床等掘削）積算要領
④ ＩＣＴ活用工事（作業土工（床掘））積算要領
⑤ ＩＣＴ活用工事（付帯構造物設置工）積算要領
⑥ ＩＣＴ活用工事（法面工）積算要領
⑦ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（安定処理）積算要領
⑧ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（中層混合処理）積算要領
⑨ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工（スラリー撹拌工）)積算要領
⑩ ＩＣＴ活用工事（土木1,000ｍ3未満）積算要領
⑪ ＩＣＴ活用工事（小規模土工）積算要領

２．積算方法

① ＩＣＴ活用工事（土工）積算要領　愛知県
② ＩＣＴ活用工事（砂防土工）積算要領　愛知県
③ ＩＣＴ活用工事（河床等掘削）積算要領　愛知県
④ ＩＣＴ活用工事（作業土工（床掘））積算要領　愛知県
⑤ ＩＣＴ活用工事（付帯構造物設置工）積算要領　愛知県
⑥ ＩＣＴ活用工事（法面工）積算要領　愛知県
⑦ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（安定処理）積算要領　愛知県
⑧ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（中層混合処理）積算要領　愛知県
⑨ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（スラリー撹拌工)積算要領　愛知県
⑩ ＩＣＴ活用工事（地盤改良工）（ペーパードレーン工)積算要領　愛知県
⑪ ＩＣＴ活用工事（土木1,000ｍ3未満）積算要領　愛知県
⑫ ＩＣＴ活用工事（小規模土工）積算要領　愛知県

建設ＩＣＴ活用計画書（土工）
　
（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（土工）

注４）「3次元出来形管理・3次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて補正係数等の費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的
に取得する機器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管
理を原則とする。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
　・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
　・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

土工 土工 15　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

舗装工 6 舗装工 6

8 8建設ＩＣＴ活用計画書（舗装工）

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（舗装工）

注４）「3次元出来形管理・3次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的に取得する機
器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管理を原則とす
る。
表層以外については従来手法（出来形管理基準上で当該基準に基づく管理
項目）での管理を実施してもよい。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
　・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

舗装工 舗装工 12　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

河川浚渫 5 河川浚渫 5

8 8建設ＩＣＴ活用計画書（河川浚渫）

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（河川浚渫）

注４）「３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的に取得する機
器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管理を原則とす
る。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
　・音響測深機器を用いた出来形管理
なお、上記以外出来形管理を選択して、３次元座標値を取得する機器を用い
た出来形管理を実施した場合も費用計上の対象となるが、工事内容や現場条
件等により、実施する必要性については、監督職員と十分な協議を実施するも
のとする。

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

河川浚渫 河川浚渫 12

14

　（追加）
別紙－４

　（追加） ５．土木工事標準積算基準書に対する補正 

５－１ 浚渫能力の補正 

国交省の積算基準の「４．浚渫船の運転、４－１ 浚渫能力（単位時間当り浚渫量）」の記述により

算出されるＱ（バックホウ浚渫船１時間当たり浚渫量）については、これに1.05を乗じる。（小数第２

位止め、四捨五入） 

※変更積算においては実際に ICT 施工による数量についてのみ補正するものとする。 



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

河川浚渫 河川浚渫 15

舗装工
（修繕工）

5
舗装工

（修繕工）
5

8 8

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（舗装工(修繕工））

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（舗装工(修繕工））

注４）舗装工（修繕工）においては、「３次元出来形管理・３次元データ納品の
費用、外注経費等の費用」の費用計上対象外である。

Ｑ＝４５．５ｑ×α×Ｅ×β 

Ｑ ：バックホウ浚渫船１時間当り浚渫量（ｍ３/ｈ） 

ｑ ：バックホウバケット容積（ｍ３） 

α ：土質係数 

Ｅ ：作業係数 

β ：補正率（１.０５） 

 

５－２ 単価表の補正 

国交省の積算基準の「７．単価表（５）機械運転単価表のバックホウ浚渫船」にて、建設機械に取

付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用としての「ICT 建設機械経費加算額」を以

下のとおり加算する。 

名 称 規 格 単 位 数 量 適 用 

ICT 建設機械経費加算額  供用日 1.51 賃 料 

 



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

舗装工
（修繕工）

舗装工
（修繕工）

12

地盤改良工 3 地盤改良工 3　【要領一覧】
　　③ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　【要領一覧】
　　③ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･バーチカルドレーン工編

　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 3 地盤改良工 3

5 5

6 6

9 9

２．積算方法
　積算方法は下記（１）、（２）によるほか、「ICT活用工事（地盤改良工）（安定処
理）積算要領　愛知県」、「ICT活用工事（地盤改良工）（中層混合処理）積算
要領　愛知県」及び「ICT活用工事（地盤改良工）（スラリー撹拌工）積算要領
愛知県」によるものとする。

２．積算方法
　積算方法は下記（１）、（２）によるほか、「ICT活用工事（地盤改良工）（安定処
理）積算要領　愛知県」、「ICT活用工事（地盤改良工）（中層混合処理）積算
要領　愛知県」、「ICT活用工事（地盤改良工）（スラリー撹拌工）積算要領　愛
知県」及び「ICT活用工事（地盤改良工）（ペーパードレーン工）積算要領　愛
知県」によるものとする。

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。

建設ＩＣＴ活用計画書（地盤改良工）

注４）地盤改良工においては、「3次元出来形管理・3次元データ納品の費用、
外注経費等の費用」の費用計上対象外である。

建設ＩＣＴ活用計画書（舗装工(地盤改良工）

　（追加）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 地盤改良工 13　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 地盤改良工 27　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

地盤改良工 地盤改良工 28

作業土工
（床掘）

3
作業土工
（床掘）

3

5 5

　（新規）

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･ペーパードレーン工編

　（追加） 第９条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－２）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

作業土工
（床掘）

9
作業土工
（床掘）

9別紙(記載例－１)　工事打合簿 別紙(記載例－１)　工事打合簿



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

作業土工
（床掘）

作業土工
（床掘）

10　（追加）
別紙－２



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

付帯構造物
設置工

6
付帯構造物

設置工
6

10 10別紙(記載例－１)　工事打合簿 別紙(記載例－１)　工事打合簿

　（追加） 第９条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－２）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

付帯構造物
設置工

付帯構造物
設置工

11　（追加）
別紙－２



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

法面工 4 法面工 4

6 6　（追加） 第９条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－２）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

法面工 10 法面工 10別紙(記載例－１)　工事打合簿 別紙(記載例－１)　工事打合簿



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

法面工 法面工 11　（追加）
別紙－２



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

法面工 11 法面工 12

土工
1000m3未満

4
土工

1000m3未満
4

8 8

10 10

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･ペーパードレーン工編

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。

建設ＩＣＴ活用計画書（土工1000m3未満）

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（土工1000m3未満）

注４）「3次元出来形管理・3次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いては、原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、費用計上は実施し
ない。ただし、受発注者協議の上、面管理にて出来形管理を実施する場合
は、補正係数の費用計上の対象とせず、見積により適正額を積み上げるものと
する。なお、モバイル端末を用いた出来形管理についても同様とする



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

土工
1000m3未満

土工
1000m3未満

14

15 16４．３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用
　原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、標記経費は計上しない。
ただし、受発注者協議の上、面管理にて出来形管理を実施する場合は、必要
額を適正に積み上げるものとする。

４．３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用
　原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、標記経費は計上しない。
ただし、受発注者協議の上、面管理にて出来形管理を実施する場合は、補正
係数の費用計上の対象とはせず、見積により必要額を適正に積み上げるもの
とする。なお、モバイル端末を用いた出来形管理についても同様とする。

　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

小規模土工 4 小規模土工 4

7 7

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･ペーパードレーン工編

　【要領一覧】
　　⑲ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－３）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

小規模土工 小規模土工 12

13 14

　（追加）
別紙－３

４．３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用
　原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、標記経費は計上しない。
ただし、受発注者協議の上、面管理にて出来形管理を実施する場合は、必要
額を適正に積み上げるものとする。

４．３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用
　原則、断面管理にて出来形管理を実施するため、標記経費は計上しない。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

構造物工
（橋脚・橋台）

1
構造物工

（橋脚・橋台）
1

6 6

8 8

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－３）を用いて確認を行うこと。

　③構造物工においては該当無し 　③ＩＣＴ建設機械による施工
　　　　構造物工においては該当無し

建設ＩＣＴ活用計画書（構造物工（橋脚・橋台））

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（構造物工（橋脚・橋台））

注４）「３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的に取得する機
器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管理を原則とす
る。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

構造物工
（橋脚・橋台）

構造物工
（橋脚・橋台）

11　（追加）
別紙－３



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

基礎工 3 基礎工 3

6 6

8 8

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－３）を用いて確認を行うこと。

　【要領一覧】
　　③ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌工）
編

　【要領一覧】
　　③ ３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）固結工（スラリー撹拌
工）･バーチカルドレーン工編

建設ＩＣＴ活用計画書（基礎工）

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（基礎工）

注４）「３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的に取得する機
器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管理を原則とす
る。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
　・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
　・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
  ・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

基礎工 基礎工 11　（追加）
別紙－３



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

擁壁工 6 擁壁工 6

8 8建設ＩＣＴ活用計画書（擁壁工）

　（追加）

建設ＩＣＴ活用計画書（擁壁工）

注４）「３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用」にお
いて費用計上の対象となる出来形管理は、3次元座標値を面的に取得する機
器を用いた出来形管理を実施した場合であり、以下の出来形管理を原則とす
る。
【3次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理】
　・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
　・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
　・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
  ・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

　（追加） 第１０条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－３）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

擁壁工 擁壁工 11　（追加）
別紙－３



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

1　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

2　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

3　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

4　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

5　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

6　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

7　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

8　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

9　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

10　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

11　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

コンクリート
堰堤工

コンクリート
堰堤工

12　（新規）



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

浚渫工
（港湾）

4
浚渫工
（港湾）

4

11

　（追加） 第１２条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。

　（追加）
別紙－４



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

基礎工
（港湾）

3
基礎工
（港湾）

3

9　（追加）
別紙－４

　（追加） 第１１条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

ブロック据付工
（港湾）

3
ブロック据付工

（港湾）
3

9　（追加）
別紙－４

　（追加） 第１１条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。



編 Ｐ 旧条文（令和6年10月） 編 Ｐ 新条文（令和7年4月1日改定） 備 考

ＩＣＴ活用工事実施要領（令和7年4月1日改定）　新旧対照表

海上地盤改良工
（港湾）

3
海上地盤改良工

（港湾）
3

9　（追加）
別紙－４

　（追加） 第１１条　ＩＣＴ活用工事チェックリスト
　監督員（発注者）は、ICT施工技術の活用及び積算方法について、「ICT活
用工事チェックリスト（別紙－４）を用いて確認を行うこと。


